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各章のタイトルをクリックすると

その章の最初のページにジャンプします

「オンライン食育イベント」実証体験レポート

配信
段階

●会場設営、機材セッティング、リハーサル
●事務局による参加者対応、チャット活用など
●役割分担に従い実施運営
出演者、進行管理、参加者対応、オンライン会議システムホスト、
カメラマンなど

配信当日は、キユーピーのコミュニケーション施設「マヨテラス」(東京都調布市)のキッチンスタジオおよびソムリエ
ファーム(千葉県山武市)からオンライン親子クッキング教室の配信を行った。

マヨテラスからの配信 ソムリエファーム農園から中継 参加者対応について

企画協力：
・キユーピー株式会社
・ソムリエファーム
～わたなべさんちの野菜たち～

・特定非営利活動法人日本成人病予防協会
※５０音順・敬称略

課題・工夫した点等 : 
★リハーサルごとに気づくことも多いため、
リハーサルを3～4回程度は行うべきだっ
た。(現場リハーサルは事前と当日の2回
実施)

★リハーサルの段階ではキユーピーの施設
紹介を最後に行う予定だったが、リハー
サルを行いストーリーがわかりづらかっ
たため、施設紹介を冒頭に変更した。

★オンラインで子供向け
の料理教室は初めてだ
ったため、参加者と調
理のペースを揃えるの
が難しかった。

課題・工夫した点等 :
★ソムリエファームからの中継で、電波状
況に不安定な部分があるため、画面がフ
リーズしても進行できるようなるべく音
声でのレクチャーを心がけた。

★ソムリエファームの通信が途切れた際の
バックアップとして、中継部分を事前に
動画撮影しておき、万が一の場合には動
画共有できるよう備えた。

課題・工夫した点等 : 
★15分前からZoomを立ち上げていたが、
ほとんどの来場者は開始時間直前の入室
となり、参加者への電話連絡のタイミン
グが難しかった。

★参加者を呼びかけやすいようニックネー
ムをZoomに記入していただく旨をチャ
ットに記載したが伝わらなかったため、
事務局によりニックネームに変更した。
告知段階でなぜニックネームが必要かを
記載しておいた方がよかった。使用機材

・スマートフォン1台
使用機材
・スマートフォン2台・PC3台(ホスト用)
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「オンライン食育イベント」運営マニュアル

運営マニュアル制作事例(オンライン食育イベント実証)

※参考事例 ※参考事例

◆実施日時 : 
親子が参加しやすく、作った料理を家族で食べることができる休
日のランチタイムに設定。

◆定員 : 
オンライン会議システムで参加者全員の顔が見え、コミュニケー
ションを取りやすい組数として定員を10組に設定。

◆タイトル : 
親子で参加できるイベントであることを打ち出し、何が作れるの
かわかりやすく表示した。

◆全体進行 : 
全体の進行の流れと役割分担、登場人物の動きがわかるよう進行
内容を一覧表にまとめたタイムテーブル(進行表)を作成。

◆構成面 : 
イベントが単調にならないよう、キユーピーの施設紹介や農園か
らの中継を交えて進行するよう工夫した。

◆運営面 : 
オンライン会議システムのホスト担当に対応が一極集中しないよ
う、参加者対応と出演者対応として役割分担を行い2名体制で実施。

企画制作上のポイント 企画制作上のポイント
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「オンライン食育イベント」運営マニュアル

運営マニュアル制作事例(オンライン食育イベント実証)

※参考事例 ※参考事例

◆参加者の準備物 : 
料理教室で参加者に準備していただく食材や道具類をリストアッ
プし、参加者に事前送付。サイズや数量などなるべく具体的に書
き出しておけば当日の参加者運営がスムーズ。

◆事前準備スライド : 
上記のリストをもとに準備物スライ
ドを作成し、イベント開始前のタイ
ミングで参加者に準備物のチェック
を促した。

◆主催者側の準備物 : 
実施に際して準備もれのないよう、配信に必
要な機材をリストアップ。手元用と講師用の
２つスマホを準備した。また、スマホの配置
により暗くなる部分を補うためのライトを準
備した。

◆農園側(中継)の準備物 : 
通信環境が不安定になることも想定し、２種類の通信キャリア(ド
コモ・au)のスマホと現地のWi-Fiのうち、最も通信速度の速く安定
しているものを選んで配信を行った。

企画制作上のポイント 企画制作上のポイント
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「オンライン食育イベント」運営マニュアル

運営マニュアル制作事例(オンライン食育イベント実証)

※参考事例

◆告知物の制作 : 
オンライン親子クッキングで作る料理や使用する野菜
を大きめのビジュアルと最小限のテキストで明確にし
た。また、オンライン配信方法についても、使用する
会議システム(Zoom)について明記した。

◆告知方法 :
企画協力3団体により短期間での拡散を狙い、オンラ
イン上での告知を行うこととし、各団体が今回のイベ
ントを告知できる、ホームページやSNSを活用して告
知を行った。

◆事務局作業 :
応募受付の際には取得する個人情報は必要最低限にと
どめ、参加者から食材を送るための住所などの情報を
取得した。当選者に食材をお届けする希望日程を聞き、
前日までに到着するスケジュールとした。
募集期間は10日間とした。

企画制作上のポイント

ソムリエファーム
Facebook

日本成人病予防協会
Twitter

キユーピー
ブログ



19
各章のタイトルをクリックすると

その章の最初のページにジャンプします

「オンライン食育イベント」運営マニュアル

運営マニュアル制作事例(オンライン食育イベント実証)

◆応募フォームの活用 : 
グーグルフォームを活用し応募フォームを作成。入力した情報を応募
者に返信できる設定として応募者が入力情報を確認できるようにした。

◆開催概要の情報提供 :
当初の告知では伝えられない詳細情報を明記した。特に、参加資格や
オンライン参加の際の注意点は重要。

◆応募フォーム入力情報 :
当初取得する個人情報は必要最低限にとどめた。氏名、メールアドレ
ス、電話番号、大人の参加人数、子供の参加人数と学年などを取得。

◆当選者通知 :
事務局メールで当選通知を送付。メールの件名に【当選】を明記し、
メールを開かなくてもわかるようにした。メール本文からテキストリ
ンクで当選者情報の入力フォームに誘導。

◆当選者情報の入力フォーム :
食材を送付するため、当選者の住所情報を取得。イベント中にコミュ
ニケーションをとるためのニックネームも入力いただいた。

◆食材の受取希望日時 :
事前に食材の受取希望日時を聞き、時間帯指定便で発送。

企画制作上のポイント 企画制作上のポイント
※参考事例 ※参考事例
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